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法
学
研
究
　
第
八
十
巻

（
平
成
＋
九
年
錠
聖

総
目
次

論
　
　
説

法学研究第80巻総目次

承
諾
の
効
力
と
契
約
成
立
時
期
の
問
題
－
民
法
九
七
条
に
関
連
し
て
ー
：
…

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
概
念
と
課
題
に
つ
い
て
ー
ボ
バ
ー
ド
の
議
論
を
参
考
に
ー
・
…

第
一
回
普
選
と
候
補
者
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
・

敗
戦
後
の
徳
富
蘇
峰
と
ア
メ
リ
カ
ー
一
九
四
五
－
一
九
五
七
年
1
・
…
…
・
・

銀
行
の
健
全
性
確
保
と
規
制
監
督
行
政
の
手
法
…
…
：

威
嚇
と
強
制
－
概
念
の
規
定
と
定
式
化
1
・

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
物
上
代
位
の
理
論
的
基
礎
（
一
）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
司
法
の
位
置
づ
け

　
ー
最
近
の
刑
務
所
訴
訟
最
高
裁
判
決
を
手
が
か
り
に
ー
…

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
物
上
代
位
の
理
論
的
基
礎
（
二
）

一
括
決
済
方
式
の
展
開
と
電
子
記
録
債
権
法
制
へ
の
対
応

　
－
最
高
裁
平
成
一
五
年
「
一
括
支
払
シ
ス
テ
ム
契
約
」
判
決
の
影
響
を
ふ
ま
え
つ
つ
ー

号：
一

：
一

：
二

：
二

：
二

：
三

：
三四四五

頁

一
内
池
慶
四
郎

五
七
　
大
　
山
　
耕
　
輔

一
玉
　
井
　
　
　
清

三
五
澤
田
次
郎

九
七
　
渡
井
理
佳
子

一
　
田
　
中
　
　
　
宏

三
　
水
　
津
　
太
　
郎

四
五　一

水大

津沢

太秀

郎介

池
　
田
　
真
　
朗
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ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
物
上
代
位
の
理
論
的
基
礎
（
三
）
　
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…

国
際
法
学
説
に
お
け
る
「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
神
話
」
の
形
成
（
一
）

　
ー
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
の
「
国
際
法
」
関
連
文
献
の
検
討
を
通
じ
て
ー

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
物
上
代
位
の
理
論
的
基
礎
（
四
・
完
）

開
拓
使
に
お
け
る
旧
箱
館
奉
行
所
吏
員
の
「
中
継
」
性
に
関
す
る
考
察
…
・

合
意
の
対
外
的
効
力
に
関
す
る
一
考
察

　
－
債
権
譲
渡
担
保
に
お
け
る
譲
受
人
の
物
的
納
税
責
任
を
め
ぐ
っ
て
ー
…
・
・

国
際
法
学
説
に
お
け
る
「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
神
話
」
の
形
成
（
二
）

　
1
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
の
「
国
際
法
」
関
連
文
献
の
検
討
を
通
じ
て
l

E
C
バ
イ
テ
ク
事
件
に
つ
い
て

　
I
W
T
O
に
お
け
る
自
由
貿
易
と
健
康
・
環
境
保
護
の
相
克
1
…
－
…
：

自
民
党
分
裂
の
生
存
分
析
…

国
際
法
学
説
に
お
け
る
「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
神
話
」
の
形
成
（
三
・
完
）

　
ー
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
の
「
国
際
法
」
関
連
文
献
の
検
討
を
通
じ
て
ー

中
国
に
お
け
る
利
益
集
団
と
政
策
過
程

　
－
中
国
華
電
集
団
公
司
に
よ
る
怒
江
の
水
力
開
発
を
事
例
に
ー
…
：
・
・

都
市
社
会
研
究
の
系
譜
と
都
市
社
会
学
の
射
程

　
－
何
が
見
落
と
さ
れ
て
き
た
の
か
ー
・
…

最
終
講
義
「
政
治
学
は
ど
ん
な
学
問
か
？
」
を
め
ぐ
る
往
復
書
簡
…
…
…
…
・

統
戦
工
作
の
な
か
の
台
湾
映
画
『
苦
恋
』
に
つ
い
て
・
・
…
・
…
・
…
・

五
　
言
　
水
　
津
　
太

六
　
　
一

六
　
量

六
　
七
五

七

郎

門水明

松津石

秀太欽

樹郎司

北
　
居

功

七
　
五
九
　
明
　
石
　
欽
　
司

ノ～　　 七ノ～

三　　九
六　　九

建増高

林山島

正幹忠

彦高義

明
　
石
　
欽
　
司

八
　
究
　
林

秀
　
光

九　九　九

五　三
五　一　一

小根有

山岸末

郎毅賢
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必
要
的
仮
釈
放
制
度
に
対
す
る
批
判
的
検
討
・

日
露
戦
争
前
の
徳
富
蘇
峰
と
ア
メ
リ
カ
（
一
）
1
明
治
三
十
年
代
を
中
心
に
ー
・
…
…
・

脱
法
的
条
項
の
効
力
規
制
に
つ
い
て
（
一
）

　
ー
一
括
支
払
シ
ス
テ
ム
契
約
に
お
け
る
代
物
弁
済
条
項
お
よ
び
債
権
譲
渡
契
約
に
お
け

　
　
る
停
止
条
件
条
項
を
め
ぐ
る
近
時
の
二
つ
の
最
高
裁
判
決
を
契
機
と
し
て
ー
…

日
露
戦
争
前
の
徳
富
蘇
峰
と
ア
メ
リ
カ
（
二
・
完
）
1
明
治
三
十
年
代
を
中
心
に
ー
・

多
額
の
借
財
の
よ
う
な
重
要
事
項
に
関
す
る
取
締
役
会
の
決
議
・
…

日
本
の
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
・

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
お
け
る
時
間
意
識
の
変
化
…

「
留
置
権
競
売
」
考
－
民
執
法
一
九
五
条
の
根
本
問
題
の
検
討
i
…
…

伝
染
病
予
防
法
ま
で
の
道
の
り
ー
医
療
・
衛
生
行
政
の
変
転
1
…
…
…
：

陰
画
と
し
て
の
国
家
・
…

ド
イ
ツ
電
気
通
信
法
制
の
変
遷
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
・

一
九
世
紀
中
期
・
ド
イ
ツ
普
通
法
学
に
お
け
る
法
諺
《
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
い
物
は
代

　
価
の
地
位
を
襲
う
》
に
つ
い
て

　
ー
キ
ー
ル
ル
フ
の
反
論
と
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
の
検
討
を
中
心
と
し
て
ー
…
：

「
人
」
の
始
期
に
つ
い
て
ー
「
独
立
生
存
可
能
性
説
」
再
論
1
・
…

教
唆
犯
の
故
意
と
錯
誤
を
め
ぐ
っ
て
・
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…

イ
ギ
リ
ス
の
人
体
組
織
法
と
刑
事
規
制
1
い
わ
ゆ
る
「
D
N
A
窃
盗
」
を
中
心
に
ー
：

イ
ギ
リ
ス
犯
罪
学
の
成
立
と
展
開
－
三
人
の
大
陸
系
巨
匠
の
貢
献
1
…
：

ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
治
療
処
遇
の
展
開
と
課
題

十十十十十十十十十十十十十十十十

九　一

澤太

田田

次達

郎也

七　四　一　七　五　一　　　四

三三三一一七一一一
青小笠斎蔭坂加澤片
木山原藤山原藤田山
淳　英和　正　次直
一剛彦夫宏夫修郎也

き
五

一
三
七

茜
九

毛
三

二
空

守甲川伊水
山斐端東津

　克　研太
正則博祐郎
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ー
ド
イ
ツ
行
刑
施
設
等
の
参
観
か
ら
見
え
る
も
の
ー
・
…
：

地
域
社
会
を
基
盤
と
す
る
非
行
防
止
活
動
の
効
果
に
つ
い
て

　
1
社
会
参
加
活
動
を
中
心
に
ー
…

マ
ス
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
集
団
へ
の
暴
力
）
被
害
へ
の
精
神
的
支
援
・
…
…

比
較
刑
法
に
関
す
る
一
考
察
：
…
…
・

二
〇
〇
〇
年
「
少
年
法
改
正
」
を
め
ぐ
る
新
聞
報
道
と
世
論
形
成

　
－
新
聞
報
道
の
熟
慮
誘
発
機
能
の
視
点
か
ら
ー
・
…

台
湾
に
お
け
る
取
調
べ
規
制
及
び
関
連
供
述
の
評
価
・

ソ
フ
ト
ロ
ー
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
問
題
点

　
f
異
状
死
と
S
I
D
S
に
関
連
し
て
ー
・

診
療
録
と
医
療
の
質
・
・
…
・
・

犯
罪
被
害
者
の
法
的
地
位
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
被
害
者
弁
護
人
制
度
を
中
心
に
1

暴
力
犯
罪
者
・
性
犯
罪
者
の
再
犯
リ
ス
ク
評
価
に
関
す
る
ス
イ
ス
の
議
論
状
況
・

競
争
法
の
域
外
適
用
に
伴
う
国
際
的
執
行
の
現
代
的
課
題

　
－
管
轄
権
の
抵
触
と
そ
の
調
整
原
理
と
し
て
の
国
際
礼
譲
の
規
範
化
1
…

　
　
　
　
最
終
講
義

政
治
学
は
ど
の
よ
う
な
学
問
か
？

　
　
　
　
研
究
ノ
ー
ト

廃
藩
政
権
と
留
守
政
府
－
明
治
四
年
の
政
治
動
向
1
…

：
圭
三
九
安
部
哲
夫

千十手

ノ～七四
九五九
末小小

道西林

：
士
一
四
蓋
小
川

・
士
一
窒
五
黄

寿
　
一

聖
　
子

康
　
之

疸
　
夫

朝
　
義

十十キ千
五　五　四　四
三　〇　ノ～　六
七　七　一一　三

神矢岡澤

馬野村口

幸恵敏聡

一美弘子

：
主
五
査
伊
永
大
輔

三
六
九
根
岸

毅

四
九
五
笠
原
英
彦
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資
　
　
料

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
監
獄
則
案
聴
訟
規
則
』
に
つ
い
て

外
国
扶
養
債
務
名
義
の
内
国
で
の
変
更
可
能
性

　
ω
O
＝
d
辞
①
自
＜
o
ヨ
一
。
9
一
〇
〇〇
G
o
（
一
く
σ
ω
oo
①
＼
o
O
一
）
…
…

全
体
主
義
国
家
と
し
て
の
日
本
…

法
を
め
ぐ
る
歴
史
と
理
論

法
治
国
家
的
で
り
ベ
ラ
ル
な
刑
法
の
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
・

民
事
訴
訟
に
お
け
る
証
明
と
違
法
に
収
集
さ
れ
た
証
拠
方
法
の
取
扱
い

　
ー
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
新
た
な
展
開
に
つ
い
て
ー
…
・

〔
商
法
〕

　
四
七
二

　
四
七
三

判
例
研
究

買
収
防
衛
策
と
し
て
の
新
株
予
約
権
発
行
が
著
し
く
不
公
正
な
発
行
に
当
た
る
と
し
て
そ

の
差
し
止
め
が
認
め
ら
れ
た
事
例

ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
の
貴
重
品
ロ
ッ
カ
ー
か
ら
利
用
客
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

が
窃
取
さ
れ
預
金
が
引
き
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
営
業
主
の
責
任
が
認
め
ら
れ
た
事
例

三
　
三
七

七四
三
一

西
五

九
　
全

＋
　
会

：
士
　
七
一

　　　一二

霞
　
　
　
信
　
彦

見
　
玉
　
圭
　
司

越
　
山
　
和
　
広

ケ
ネ
ス
・
W
・
コ
ー
ル
グ
ロ
ー
ブ

内
山
秀
夫
／
訳

ジ
ャ
ン
・
ル
イ
・
ア
ル
ペ
ラ
ン

岩
谷
十
郎

　
　
　
　
、
／
訳

薮
本
将
典

ト
ー
マ
ス
・
フ
ォ
ル
ン
バ
ウ
ム

佐
藤
拓
磨
／
訳

デ
ィ
ー
タ
ー
。
ラ
イ
ポ
ル
ト

三
上
威
彦
／
訳

　
：
商
法
研
究
会

九
一
吉
　
川
　
信
　
將

二
九
　
森
　
川
　
　
　
隆
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四
七
四

四
七
五

四
七
六

四
七
七

四
七
八

四
七
九

四
八
O

四
八
一

四
八
二

会
社
を
休
眠
状
態
で
放
置
す
る
こ
と
が
会
社
解
散
事
由
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
事
例

会
社
の
新
設
分
割
に
お
い
て
分
割
会
社
が
債
務
履
行
の
見
込
み
が
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由

に
分
割
無
効
の
訴
え
が
認
容
さ
れ
た
事
例

保
険
料
不
払
に
よ
る
生
命
保
険
契
約
の
失
効
を
理
由
と
す
る
保
険
会
社
の
保
険
金
支
払
拒

絶
が
信
義
則
に
反
し
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
事
例

監
査
役
就
任
の
承
諾
の
有
無

会
社
資
金
の
迂
回
融
資
に
よ
る
新
株
払
込
の
効
力

　
－
東
京
相
和
銀
行
仮
装
増
資
事
件

組
織
的
な
詐
欺
的
商
法
を
行
っ
た
会
社
に
お
け
る
名
目
的
監
査
役
の
対
第
三
者
責
任

外
国
為
替
証
拠
金
取
引
の
効
力

被
保
険
者
を
殺
害
し
た
保
険
金
受
取
人
が
、
保
険
金
請
求
権
取
得
後
に
死
亡
し
た
別
の
保

険
金
受
取
人
の
相
続
人
と
な
っ
た
場
合
の
保
険
金
請
求
権
の
相
続
お
よ
び
譲
渡
の
可
否

ゴ
ル
フ
場
の
経
営
委
託
を
受
け
た
会
社
が
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
を
続
用
す
る
場
合
に
、

譲
受
人
と
ゴ
ル
フ
会
員
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
会
員
権
契
約
に
基
づ
く
債
務
を
承
継
す
る

と
さ
れ
た
事
例

三
一
豊
来
住
野
究

四
茜
九
鈴
木
千
佳
子

五
六
一
島
原
宏
明

六
互
杉
田
貴
洋

七
一
翌
来
住
野
　
究

九　 ノ～

七
五

一
Ω

西横

原尾
慎

亘治

＋
5
五
堀
井
智
明

士
互
池
島
真
策
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〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
〕

四
〇
四

四
〇
五

四
〇
六

四
〇
七

四
〇
八

四
〇
九

平平平平平平

八七八八八七
675436

（
最
高
裁
民
集
五
九
巻
九
号
二
三
三
三
頁
）

（
最
高
裁
民
集
五
九
巻
八
号
二
二
六
五
頁
）

（
最
高
裁
民
集
六
〇
巻
一
号
二
二
八
頁
）

（
最
高
裁
民
集
六
〇
巻
四
号
一
四
九
七
頁
）

（
最
高
裁
民
集
五
九
巻
六
号
一
七
四
二
頁
）

（
最
高
裁
民
集
六
〇
巻
七
号
二
六
二
二
頁
）

十ノ～　四 三三二 一

6
五

三
五

天
五

＝
ハ
。

八
四

二
九

：
民
事
訴
訟
法
研
究
会

三中渡小芳村
木島辺原賀田
浩弘森将雅典
一雅児照顯子



四
一
〇
　
平
一
八
7

（
最
高
裁
民
集
六
〇
巻
八
号
二
六
四
七
頁
）

士
　
二
四
　
石
　
渡

哲

〔
下
級
審
民
訴
事
桝
研
究
〕

　
　
　
｝
　
韓
国
人
で
韓
国
在
住
の
前
婚
の
妻
ら
が
日
本
人
で
日
本
在
住
の
後
婚
の
妻
に
対
し
重
婚
を

　
　
　
理
由
と
し
て
日
本
の
裁
判
所
に
提
起
し
た
後
婚
の
取
消
請
求
訴
訟
（
本
訴
）
の
係
属
中
に
、
後

　
　
　
婚
の
妻
が
提
起
し
た
前
婚
の
無
効
確
認
等
の
反
訴
に
つ
い
て
日
本
の
裁
判
所
に
国
際
裁
判
管
轄

　
　
　
が
認
め
ら
れ
た
事
例

　
5
6
　
二
　
反
訴
を
不
適
法
と
し
て
却
下
し
た
原
判
決
を
取
り
消
し
て
差
し
戻
す
場
合
に
、
本
訴
請
求

　
　
　
に
係
る
部
分
を
差
し
戻
す
こ
と
の
要
否

　
　
　
東
京
高
裁
平
成
一
八
年
四
月
一
三
日
判
決
（
東
京
高
裁
平
成
一
七
年
（
ネ
）
四
九
七
三
号
）
婚

　
　
　
姻
取
消
、
婚
姻
無
効
確
認
等
反
訴
請
求
控
訴
事
件
、
判
例
時
報
一
九
三
四
号
四
二
頁
（
原
審

　
　
　
横
浜
家
裁
川
崎
支
部
平
成
一
七
年
九
月
二
七
日
判
決
）

ー
民
事
訴
訟
法
研
究
会

九
二
四
春
日
偉
知
郎

法学研究第80巻総目次

〔
民
集
未
登
載
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
〕

　
6
　
訴
訟
の
当
事
者
が
民
訴
法
二
〇
九
条
一
項
の
過
料
の
裁
判
を
求
め
る
申
立
権
の
有
無

　
1
　
最
高
裁
平
成
一
七
年
こ
月
｝
八
日
第
二
小
法
廷
決
定
（
判
例
時
報
一
九
二
〇
号
三
八
頁
）

　
　
　
債
務
者
の
貸
金
業
者
に
対
す
る
貸
金
の
弁
済
に
つ
い
て
貸
金
業
法
四
三
条
一
項
又
は
三
項
の
適

　
　
用
を
認
め
た
高
等
裁
判
所
の
上
告
審
と
し
て
の
判
決
が
、
特
別
上
告
審
に
お
い
て
、
法
令
の
違

　
　
反
が
あ
る
と
し
て
職
権
に
よ
り
破
殿
さ
れ
た
事
例

　
　
最
高
裁
平
成
一
八
年
三
月
一
七
日
第
二
小
法
廷
判
決
（
最
高
裁
平
一
七
年
（
テ
）
第
一
二
号
）

　
　
　
（
判
例
時
報
一
九
三
七
号
八
七
頁
）

　
　
上
告
審
が
判
決
で
訴
訟
の
終
了
を
宣
言
す
る
前
提
と
し
て
原
判
決
を
破
殿
す
る
場
合
に
お
け
る

　
　
　
口
頭
弁
論
の
要
否

　
　
号
）
臨
時
総
会
招
集
請
求
事
件
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
二
三
号
一
二
二
頁
、
判
例
時
報
一
九
四

　
　
　
八
号
八
一
頁
）

＊
　
右
1
6
・
1
7
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
っ
て
「
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
四
〇
八
」
「
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
四
〇
九
」

　
1
7

　
1
8
　
最
高
裁
平
成
一
八
年
九
月
四
日
第
二
小
法
廷
判
決
（
最
高
裁
平
一
七
年
（
オ
）
第
一
四
五
一

：
民
事
訴
訟
法
研
究
会

五
　
七
。
　
工
　
藤
　
敏
　
隆

山
ハ
ニ
。
三
上
威
彦

七
芙
八
坂
原
正
夫

と
し
て
、
掲
載
さ
れ
て
い
ま
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す
。
ま
た
、
1
7
は
判
示
事
項
が
欠
落
し
て
い
ま
す
。

修
正
さ
れ
ま
し
た
。

紹
介
と
批
評

U
・
ボ
ン
デ
ソ
ン
編

　
『
北
欧
の
犯
罪
と
刑
事
司
法
』

家
貰
け
ぎ
↓
員
ぴ
島
著

　
『
E
U
法
と
防
衛
統
合
』

特
別
記
事

遠
峰
四
郎
先
生
追
悼
記
事

西
原
慎
治
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

小
林
宏
美
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

隅
田
浩
司
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

鈴
木
正
彦
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

金
子
新
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

西
川
賢
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

松
元
雅
和
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

安
江
則
子
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

原
田
國
男
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

大
林
啓
吾
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

こ
れ
ら
の
誤
り
は
第
八
十
巻
七
号
最
終
頁
の
「
訂
正
記
事
」
に
お
い
て
右
記
の
よ
う
に

二
　
蓋
五
　
坂
　
田

ノ～

仁

互
中
西
優
美
子

五五五四四四三三二二一
〇九八九八七〇九八六二一四五三三五七五二九一
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三
船
毅
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

羅
一
慶
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

中
村
洗
先
生
追
悼
記
事

山
本
龍
彦
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

清
原
聖
子
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

オ
イ
シ
ョ
ン
ゴ
ウ
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

深
瀬
正
富
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

加
藤
久
雄
教
授
略
歴
・
主
要
業
績

十十二一十十十十八五
一
二

二
三

三
九

茜
九

一
杏

一
七
一

三
一

五
九
五
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